
 

里山・里海・棚田

平 戸

　

▶ 春日関係  ▶ キリスト教関係  ▶ その他
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▶ 1549年（天文18）
ザビエル、鹿児島に来る
▶ 1550年（天文19）
ポルトガル船、初めて平戸に
来航。ザビエル、平戸に来て
布教開始
▶ 1553年（天文22）
春日の領主、籠手田安経と実弟
の一部勘解由入信
▶ 1558年（永禄１）
籠手田領内で一斉改宗
春日、初めて歴史に登場
▶ 1561年（永禄4）
アルメイダ修道士の指示により、
春日に教会が建つ
▶ 1562年(永禄5)
トルレス神父、翌年にかけて
籠手田領で告白を受ける
▶ 1564年（永禄７）
平戸に天門寺（みやどりのサン
タ・マリア教会）建設
▶ 1570年（元亀19）
長崎、イエズス会領になる
▶ 1571年（元亀20）
平戸には１４の教会と、5000人
の信者がいた
▶ 1581年（天正9）
籠手田安経死去
▶ 1587年（天正15）
秀吉、バテレン追放令
全国から平戸に集められた宣
教師を、籠手田一族が生月に
保護する
▶ 1599年（慶長4）
松浦隆信死去。松浦鎮信、キリ
シタンに法要参列を強要。籠手
田安一・一部正治、一族・信者
600人を率いて長崎へ去る。
以後、旧籠手田領は松浦氏の
直接支配下におかれ、禁教
政策がとられる
▶ 1600年（慶長5）
関ヶ原の戦い
▶ 1609年（慶長14）
生月山田のガスパル西殉教
平戸オランダ商館開設

〈キリシタン時代〉

▶ 1613年（慶長18）
全国に禁教令
▶ 1620年（元和6）
生月で棄教を強制する奉行に
対し、信者が抵抗
▶ 1622年（元和8）
カミロ・コスタンツォ神父、田平で
火刑に処せられる
元和の殉教：神父の支援者ら
中江ノ島などで殉教
▶ 1624年（寛永1）
寛永の殉教：元和の殉教者の
家族、中ノ江島等で殉教
▶ 1635年（寛永12）
春日、藩主によって安満岳白山
権現の領地として寄進される
（32石）
幕府、鎖国令
▶ 1636年（寛永13）
出島完成。鎖国令強化
▶ 1637（寛永14）
島原･天草の乱が起こる
▶ 1640年（寛永17）
幕府、宗門改役を置く
▶ 1641年（寛永18）
オランダ商館、出島に移転
▶ 1644年（正保1）
マンショ小西殉教。日本に宣教
師が不在となる
▶ 1644年（正保1）
「安満岳図」に「春日村」の名
▶ 1645年（正保2）
正保の弾圧：生月、獅子村、
根獅子村でキリシタンが逮捕、
処刑される。これを機に、踏絵
などが実施される
▶ 1656年（明暦2）
「田方帳」、「春日免」とあり、現在
の小字名もみられる
▶ 1725年（享保10）
生月の益富家、捕鯨業開始
▶ 1761年（宝暦11）
春日に三界萬霊塔が建つ
▶ 1799年（寛政11）
「春日牧垣図」
▶ 1854年（安政１）
ペリー来航。開国

〈禁教･潜伏時代〉

▶ 1865年（慶応１）
信徒発見：浦上の潜伏信者が
大浦天主堂を訪問
▶ 1866年（慶応２）
「春日牧図」
▶ 1872年頃（明治5頃）
明治初期の字図。春日集落の
姿、現在と大きく違わず
▶ 1873年（明治6）
キリスト教禁教の高札撤去
▶ 1889年（明治22）
春日、獅子村に属する
▶ 1912年（明治45）
獅子尋常小学校春日分教場
▶ 1955年（昭和30）
合併によって平戸市になる
西海国立公園指定
▶ 1962年（昭和37）
県道１９号線開通
▶ 1977年（昭和52）
平戸大橋開通
▶ 1982年（昭和57）
獅子小学校春日分校廃止
▶ 1991年（平成3）
生月大橋開通
▶ 200７年（平成19）
「長崎の教会群とキリスト教関
連遺産」暫定一覧表に登録
▶ 2010年（平成22）
「平戸島の文化的景観」、国の
重要文化的景観に選定

〈復活時代〉
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■イセエビ  ＊8/21～5/20  ふつうの人では獲れない  ◯さしみ、みそ汁 ■イセエビ  ＊8/21～5/20  ふつうの人では獲れない  ◯さしみ、みそ汁
■カメノテ  5月～6月  1年中採れるが、実が入っている時期  ◯塩ゆで

棚田と浜辺の四季

棚田の作業棚田の作業

自 然自 然

魚
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最多風向

アゴ風（北風）

くれ返し  1月 代掻き  3月
3/5  箱苗種蒔き

田植え  4月初旬～下旬 収獲  8/15～9/10 ほどき  10月

白菜と丸餅だけのシンプルな雑煮
　白菜の葉の上に真っ白な丸餅をのせ、焼き
アゴでとった出汁に、しょう油で調味した汁をか
ける。白菜は餅が鍋につかないため

かんころ餅はふるさとの味
　サツマイモを薄く切って干した「かんころ」と餅米を合
わせて蒸した伝統的なおやつ。昔からサツマイモは主食
にもなる大切な食べ物だった。羊羹型に形を整えて保存
し、薄く切って炭火であぶって食べる。春日の外で暮らす
子供たちが心待ちにする「ふるさとの味」

磯の香
カジメ、アオサのみそ汁　１月中旬を過ぎると、カジメやアオサの柔らかな新芽が育ってくる。摘んできたものを椀に入れ、熱いアゴ出汁にミソを溶かした汁を注ぐ。ミソ汁を“かける”のがコツ。一瞬にてして鮮やかな緑に変わり、ぷ～んと磯の香が広がる。一足早い春の気分

＊気象情報は平戸の平年値（気象統計情報による）　

●現在行われている行事
▲現在行われていない行事
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かから団子
サナボリ（早苗振り祝）　サナボリにつくって春日神社に供える。餅米と小麦粉を混ぜてこね、小豆あんをいれて丸め、かから（サルトリイバラ）の若葉で包んで蒸す。

冬の到来、
干し大根づくり
　収穫した大根を葉のついたまま陰干しする。正月にちょっと使うが、日ざらし、雨ざらしで、２月、３月まで干しておくこともある。干し上がったら、雨のかからないところに入れる。自然の甘みがおいしい。煮もの、タクワン漬け、みそ漬けなどに使う。大根

葉も煮ものに使う。おいしい。

■フツ（ヨモギ）  4月～5月  ◯フツもち、フツだんご ＊草を払えば、新しい芽がでてくる。
■ワラビ  4月～5月

■フキ  5月
■ツワ  4月半～５月半  ◯ツワの煮しめ ＊ツワの煮しめはおいしい

●初詣 1/1（春日神社） ●雛祭り・桃の節句 3/3
●春の彼岸 3/中旬

●川祭り 3/18（集落）

●朔日祝い 4/第1日曜（公民館）
 ▲種池祝い 4月

●端午の節句 5/5
●麦出穂祭 5/中旬 （総代宅） ●祇園祭 7/10 (春日神社) 

●サナボリ（早苗振り祝) 6/上旬(第1日曜  公民館） ●盆 8/13-16 ●秋の彼岸 9/中旬 ●春日神社大祭 10/10 ●牛神祭り 11月最初の丑の日（春日神社）

●丸尾様祭り 12/4-6の間
 　川祭り､池祭り（各家）
●夕節句（すす払い節句）12/13
●霜月祭り 12月
●死霊様 12/28
●正月飾り 12/30

●川祭り 9月（集落）　
●御堂様祭り 6/上旬 (御堂）
●川祭り 6月（各家）

●土用祭り 7/20 （各家の池祭り、川祭り）
 ▲実盛様(虫送り） 7月  ▲六斎念仏 8月

 ▲キリシタン講 11月最後の日曜日●若水汲み 1/1（各家）
 ▲安満岳初詣 1/1
●初寄り 1/3（公民館）
●初祈祷・お札貼り 1/3
●願立願成就（5カ所の辻・総代宅）
　門札立て 1/6 
●鬼開き・七草がゆ 1/7  

●節句・もぐら打ち 1/14 
●女子講(観音講） 1/15（当番の家）

■スルメイカ  12～1月  ◯イカの塩から
■ガンセキ（マイカ）  12月下旬～4月
■ミズイカ（アオリイカ）  9月～1月  ◯さしみ

■ヤリイカ  3月～10月  ◯さしみ、みそ煮
■ミズイカ（アオリイカ）  9月～1月  ◯さしみ

■ガンセキ（マイカ）  12月下旬～4月
■スルメイカ  12～1月  ◯イカの塩から

■ナマコ（もぐり1期）  ＊1/8～2月末

■ナマコ（矛突き）  ＊12/21～3/31  ◯大根おろしあえ

■クロウニ  5月  ムラサキウニのなかに混じっている黒っぽいウニ  ◯ウニみそ

■ムラサキウニ（春ウニ もぐり・船取り）  ＊5/1～5/26
■ムラサキウニ（春ウニ 瀬取り）  ＊4/20～5/26  ◯塩ウニ（ウニの瓶づめ）、ウニみそ

■ムラサキウニ（秋ウニ もぐり・船取り）  ＊9/1～9/30

■ナマコ（もぐり2期）  ＊12/21～12/28

■ナマコ（矛突き）  ＊12/21～3/31

■アカウニ  ＊9/1～9/30  10センチ前後になる大きなウニ。すしネタとして市場に出荷

■オゴ（オゴノリ） ５月末、大潮  ◯さしみのツマや寒天の原料として売る

■テングサ（もぐり２期） ＊7/1～8/31■テングサ（もぐり1期） ＊5/1～5/31
■テングサ（瀬取り） ＊4/1～8/31  ◯ところてん

■アオサ（瀬取り） ＊3/1～3/31  ◯みそ汁、お吸い物
■カジメ ＊12/21～5/31  ◯みそ汁、みそ煮　春日では、1月～3月によく食べる。

■カタキャ(カタカイ）  5月～6月  卵もとれる。  ◯塩ゆで、炊き込みご飯
■カジメ ＊12/21～5/31  ◯みそ汁、みそ煮　春日では、1月～3月によく食べる。

■トサカ   5月～8月  ◯酢ぬた

■タラの芽  4月～5月  ◯天ぷら、焼く、ゆでるお米のせんべい（へぎもち）
　餅をついて薄く伸ばし、数センチの短冊形に切って、
乾燥させた伝統的な菓子。何回も裏返しながら１週間
ほど乾かす。１年間保存できる。七輪でおこした炭火
であぶって食べる。おいしくて止まらない。「主人が
大好きなんです」。

イモだんご
　上新粉の団子に、サツマイモを
蒸してつくったあんをまぶす。「じい
ちゃんが大好きなので」という愛情
団子。

混ぜご飯
　ご馳走の定番。ご飯は塩を少し入れて炊く。ゴボウ、
シイタケ、ニンジン、干し大根などをしょう油、砂糖、み
りんで調味し、汁がなくなるまで煮つめ、炊き上がった
ご飯と混ぜる。

紅梅漬け ～評判の創作漬け物～
　ゆでたフキと、湯で戻して細かく
刻んだ干し大根に砂糖、塩、酢を加え
て冷やす。そこに梅を４つ割にして加
えて１週間漬ける。さらにアカシソを
加える。冷蔵庫で１年は保存できる。

煮しめ
　人が寄り合うとき、行事のときの
定番。サトイモ、ニンジン、ゴボウ、シイ
タケ、干し大根、コンニャク、昆布、高野
豆腐など、行事や季節によって素材
を整える。出汁はもちろんアゴ。

お祝いの料理、精進の料理
＊焼き豆腐はお祝いのとき、揚げ豆腐は精進のときも使う。
＊寿司はお祝いのときだけ、混ぜご飯は精進のときでも
  よい。寿司はいなり寿司が多い。

焼き米は“こうばしくて、おいしか”
　昔は、稲の発芽を促進するために、モミを種池に
浸してから田にまき、余ったモミは焼き米にした。濡れた
ままのモミを、中の米が色づくまで、辛抱強く、時間を
かけて煎る。次に臼でついてモミ殻をはずし、皮も除く。
種モミをまく季節だけの楽しみだった。

サナボリ
田植えが終わったお祝い。春日
神社の神前で、かから団子と寿
司を供えてお参りし、公民館で
ご馳走を持ち寄りお祝いをする。

土用祭り
神主が各家の神様（神棚、荒神
様など）のお祓いをする。池や
井戸を持つ家は池やカワも拝
んでもらう。

お盆の団子
13日はあえ団子でお迎えし、
14、15日にはカシワ団子やぜん
ざいを供え、16日の朝、送り団子
をもたせてお送りする。

春日神社大祭
集落でいちばんのお祭り。団子
や寿司を1個ずつ供え、お参り
した後、公民館でご馳走をいた
だく。

川祭り、池祭り
小さなお餅を供える、ヤンボ
シさん（祈祷する人）が各家
の川（カワ）や池を祈祷する。
集落の川の神は3月と9月に
神主さんが祈祷する。 牛神祭り

春日神社の境内にまつられている神様。
牛を飼っている人が、飼っている牛の数
だけワラヅトに団子を入れて供える。

霜月祭り
神主さんが家々をまわ
り、神棚をお払いする。
荒神様、屋敷神様、川の
神様、池の神様も拝む。

鬼開き・七草がゆ
朝、まだ暗いうちに起きて
正月飾りをはずして燃やし、
そのあと七草がゆを食べる。

若水汲み
早朝、薄暗いうちから
水を汲み、神様にあ
げ、顔を洗う。

朔日祝い
稲の発育を祈願する。
春日神社にフツ（よも
ぎ）団子を供え、祈願し
た後、公民館でご馳走
をもちよりお祝いする。

もぐら打ち
竹笹で家の回りの地面を打っ
てまわる。農業の敵であるモグ
ラが出てこないようにとのお
まじない。昔は、子供たちが
家々を回って地面を打ち、「お
荒神様のもちを一重ねおくれ
まっせ」といって餅をもらった。

端午の節句
昔はヨモギの葉とカ
ヤのように尖った葉を
母屋、小屋、牛小屋の
軒先に刺した。だんぢ
くちまきを供える。

福を汲む、徳を汲む、
宝の山を汲む

汲んでさげたる若男
（若水汲みのときに唱える）

イカのくろみあえ
　イカスミとみそで、イカと大根をあえたもの。

新鮮なイカとイカスミがいのち
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初寄り
集落の人たちがご
馳走をもちよって寄
り合い、新年を祝う。

春の香は
フツ団子（フツ餅）
　「フツ」はヨモギのこと。４月１日の「朔日祝

い」に春日神社に供える。棚田の土手に芽生

えた新芽をゆでて、米粉といっしょにこねる。小

豆あんが入る。草を刈ればヨモギはいつでも

芽生えるが、やはりヨモギの香りは春

アゴ風がアゴを連れてくる
　９月終わり頃、北風が吹

き始めるとアゴが南下す
る。

風が吹くのは、わずか1カ月
足らず。その短い期間に捕

れた

アゴを加工し、１年中、使う
。

●焼きアゴ
　竹の串にアゴを刺して並

べ、下から炭火で

焼く。まず腹の方を焼き、次
に背の方を焼く。

それを天日で乾燥させる
。出汁とり用

●塩アゴ
　塩漬けをして乾燥する。

あぶって食べる。

＊赤字期間は解禁日

サルトリイバラ

（年明けに再度土をひっくり返す） （収穫が終わったあとに土をひっくり返す）

■テナガエビ   4月中旬  ◯塩焼き
■ツガニ（モクズガニ）  9月  ◯みそ汁
■ウナギ  9月  ◯塩焼き、蒲焼き

■クサビ（ベラ）  5月～6月  脂がのる時期  ◯から揚げ、背切りの酢みそあえ、塩焼き
■アラカブ（カサゴ）  1年中  ◯みそ汁、から揚げ  ＊アラカブのみそ汁はおいしい！

■クロイオ（メジナ）  11月  ◯さしみ、煮つけ、水炊き
■クロダイ（チヌ）  11月  ◯さしみ、茶漬け■アゴ（トビウオ）  9月中旬～10月中旬  ◯焼きあご

■シイラ  10月  旬の時期  ◯さしみ、塩漬けシイラは出世魚

ビッタリゴ→ヒウ
オ→シイラ→カナ

ヤマと

成長にしたがって
呼び名が変わる。

さしみがおいしい
。食べきれない分

は切り

身にして塩漬けに
し、干したり、焼い

たり

まずはさしみ、毎日さしみ
いつでも新鮮な魚が手に入る春日では、魚の食べ方といえば、まずはさしみ男衆が寄り合いに持参するも、さしみ

トコロテン
昔はどの家でも、テングサを採ってきて自家
用のトコロテンをつくっていた。しかし、手
間が大変で、一度に大量につくらねばなら
ない。小人数の家族では家族では食べきれ
ないことから、つくる人はごく少なくなった。

ナマコの大根おろし和え
サッとゆで、大根おろしと和え、ポ

ン酢で食べる。

ポピュラーな食べ方だが、ゆで
すぎないことが

ポイント。ナベに入れたら、すぐ上
げる。

ツワの花が咲くときはクロイオの盛り

小魚の南蛮漬け風（三杯酢）アジやムツをよく使う

他にも、いろいろな
魚がかかる

アジ、スズキ、マト
ウダイ、ムツ、

ブリ、ヒラス（ヒラ
マサ）、タイ

（４月）、ヒラメ（冬
場）

ワカメ拾い
４月時分、大嵐の西の風が吹いたならワカメ拾い。早う行きよったですよ。大きな波がきて、ワカメが浜に打ち寄せられる。

ウニミソ
ウニをゆがいて、

ミソで食べる。

ご飯にのせるとお
いしい。

ワラビ
田んぼの近くで採れる。

丸尾山の斜面にも。

汽水域の生き物

春日川では、海と
川を行き来して

暮らす魚や、エビ
、カニがとれる。

ガンセキ
マイカ、あるいはスルメイカも含めて、
煮ても、焼いてもおいしくない最低の
イカ、という意味で、こう呼ばれる。

”ごちゃごちゃ”するほどあった昔はヒジキやワカメも採れ、カジメやアオサも採りきれないほどあった。カジメやアオサは少なくなり、ヒジキやワカメはほとんどみられなくなった。

春日周辺のアカウニは甘い！このあたりで採れたウニは、平戸島の東側よりも甘い。潮の流れが違う（速い？）からか。寿司ネタとして出荷される高級品

麹のものは未（ひつじ）の日につくる
みそ、しょう油など１年中おく塩気のものは、家では一番大事なもの。そうしたものをつくるときは、よい日をあらためてつくる。「未カゲなし」といって、未の日がよいとされる。ただ家族の誕生日と重なるときは避け、大安などにつくる。ただ、「子の日」は、「ネにミソがついたら１年中、病気する」といわれ、避ける。

■アワビ（もぐり3期）  ＊12/21～12/28
■アワビ（矛突き）  ＊12/21～8/31

■ミナ  1年中  ◯ゆでる、酢ぬた、ミナご飯
■クズマ（ヒザラガイ）  1年中  ◯酢ぬた

■トコブシ  1年中
■サザエ  1月～3月  ◯つぼ焼き

■アワビ（矛突き）  ＊12/21～8/31  ◯さしみ、バター焼き、酒蒸し、蒸し焼きなど、好きなように！
■アワビ（もぐり2期）  ＊7/1～8/31■アワビ（もぐり1期）  ＊1/8～2月末

■クロクチ（ムラサキイガイ）  5～6月　実が入っておいしいのはこの時期  ◯ゆでてしょう油を落とす  ＊ムール貝に似ているが、それより小さい

ミナ
小さな巻貝。ゆでたミナを針でつ

ついて身を出しながら

食べる。ピリッとからい味のする
コショウミナや、フタの

堅いイシビタ、カラスミナなどが
ある。人が近づくと、

コロン、コロン、岩から落ちる。磯
遊びの収穫品

アワビは１
回ゆがくと

柔らかくな
る。

大潮の日
潮が引いたら、サザエやウニがとれる。アワビも浅いところにいる。

トコブシアワビ

塩ウニ

■ニンジン 1年中  種まきから3～4カ月で収穫できる
■ジャガイモ  12月半～1月半 収穫

■サツマイモ   ～3月頃　3月、つる出しのために畑に出すまで、イモガマで保存

■ジャガイモ  6月終～7月 収穫 ■ジャガイモ 12月半～1月半 収穫

■落花生  10月  ◯ピーナッツ豆腐
■シイタケ  原木伐採・葉枯らし

■ウリ・キュウリ  8月収穫 ■ハクサイ  12月■小豆・大豆  10月終わり■ラッキョウ  5月収穫

■ダイコン 11月初 収穫
■アカイモ（サトイモ） 11月収穫

■サツマイモ 10月～11月収穫 イモガマで保存

ピーナッツみそ
ピーナッツ（5合）、水（2升5
合）、カタクリ（600g）を合
わせ、とろ火で1時間、焦げ
付かないようにかきまわし
ながら、根気よく煮つめる。

ウリの粕漬け　名人は２度漬け粕に漬けたウリは１カ月くらいで汁があがってくる。そこで汁を捨て、さらに粕を加え、砂糖も少し加えて、さらに１カ月くらい漬ける。１カ月くらいで食べられる。このように漬けると１年でも、２年でも保存できる。

イモがま
収穫したサツマイモを保存する囲い。縁の下の土を
掘り下げて籾殻を敷いて囲み、サツマイモを米袋
などに入れて置き、上からまた籾殻をかぶせる。

ツワ
道路の脇にもあ

る。

■シイタケ 菌打ち2月  3年めくらいからシイタケがでる。

ナマコ

カメノテ

ツワブキの花（秋から冬）

ウリの粕漬け

大根の甘酢漬け

七草粥

かから団子

アオサ

タイ

ミナ

サザエ

ツガニ
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流
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だ
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で
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。
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　こ
の
棚
田
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形
成
さ
れ
る
頃
、
平
戸

島
西
海
岸
の
小
さ
な
集
落
に
も
大
航
海
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波
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及
ん
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き
ま
し
た
。

 

一五
五
〇
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
が
平
戸
に

来
航
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エル
も
平
戸

に
到
着
し
、
布
教
を
開
始
し
ま
し
た
。

　そ
の
八
年
後
、
す
で
に
改
宗
し
た
領

主
・
籠
手
田
安
経
の
意
向
に
よっ
て
、
領

内
で
の一
斉
改
宗
が
行
わ
れ
、
小
さ
な
集

落
は｢

春
日｣

の
名
を
も
って
初
め
て
歴

史
に
登
場
し
ま
し
た
。

古くからの信仰の山・安
やす

満
まん

岳
だけ

を仰ぎ、
海から海抜150mに至る斜面には、
川に沿って広大な棚田が広がる。
二つの尾根に囲まれた春日・小春日
の二つの谷からなり、全戸がかくれ
キリシタンだった。現在１７戸が住む。
春日集落の人々の１日は、安満岳を拝
むことから始まる。

春

日
の女
おなごしゅう

子衆は皆が料理名人、誰も
が漬
け物
名

人

平成２８年３月

企画　平戸市　http://www.city.hirado.nagasaki.jp/

問い合わせ先：平戸市文化観光部文化交流課
〒859-5192 長崎県平戸市岩の上町1508番地3
TEL：0950-22-4111（代表）　

アクセス　
平戸市街地から車（タクシー）で約25分

「平戸島の文化的景観」は、島という制約された条件の中で生活を継続してきた集落群によって構成される景観地とし
て、平成22年（2010）2月に国の重要文化的景観に選定されました。石垣や石壁、防風林を有する木造家屋や海か
ら連続する棚田群のほか、16世紀のキリスト教布教に起源を持つ信仰形態が現在も継続するなど、400年以上に及
ぶキリシタン文化に基づく景観形成のあり方に特徴があります。

春日は人がやさしかところ

稲穂が色づいたらきれいですよ。
一度、おいでませ

安満岳から流れる清流によって育まれ、たっぷりと日差しを浴びて
旨味を増す「春日の棚田米」は、春日集落の自慢であり、皆の健康
の秘訣です。棚田ウォークの参加者の希望でお分けしたのをきっか
けに販売を始めました。８月中旬に収穫。量には限りがあります。
売り上げの一部は、春日講が開催するイベントや景観保全活動のために活用されます。

女
おなごこう

子講　
正月の行事も一段落する１月１５日、春日の女
子衆は、「行こうか、行こうや」とが寄り合って、
観音様の掛け軸をかけて拝み、ご馳走をいた
だき、おしゃべりを楽しみます。「これ、おい
しかね」とコツを聞けば、たちまち料理や暮ら
しの知恵や技の情報交換の場に。宿は持ちま
わり。女子講は春日集落だけのよき風習です。

そして春日と
仲間と家族を
いつくしむ
暮らしの達人

平戸島

春日町
平戸市街地

生月島
的山大島

編集・制作：（株）未来政策研究所
デザイン：（株）アートポスト
イラスト：金斗鉉
協力：安満の里 春日講（春日まちづくり協議会）、春日町の皆さま
　　　https://www.facebook.com/kasugakou

春日は
老若男女
皆、現役

平戸市

かくれキリシタンが暮
らした

小さ
な集

落

里山・里海・棚田

平 戸
春
日
に
教
会
が
建っ
た

　宣
教
師
が
やっ
て
き
ま
し
た
。

「
春
日
に
到
着
す
る
と
、
我

ら
が
訪
問
す
る
こ
と
が
す
で

に
知
ら
れ
て
お
り
、
十
字
架

へ
続
く
道
は
聖
体
の
行
列
を

待
ち
受
け
る
時
の
よ
う
な
有
様

で
あ
っ
た
」。
司
祭
は
、「
こ
の
集

落
は
こ
と
ご
と
く
キ
リ
シ
タ
ン
の
も
の

で
あ
り
、
よ
き
所
で
あ
る
こ
と
か
ら
」、

教
会
の
建
設
を
促
し
ま
し
た
。

見
え
な
い
教
会
へ

　や
が
て
弾
圧
と
禁
教
の
時
代
に
向
か

い
、
十
字
架
は
倒
さ
れ
、
教
会
は
破
壊

さ
れ
ま
し
た
。
棚
田
の
風
景
か
ら
キ
リ

シ
タ
ン
の
象
徴
は
姿
を
消
し
ま
し
た
が
、

｢

見
え
な
い
教
会｣

と
も
い
え
る
聖
な
る

空
間
が
形
成
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
、
い
ま

な
お
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

教
会
は
清
潔
で
荘
厳
な
場
所
に
あ
り
、

海
と
陸
の
眺
望
が
は
な
は
だ
美
し
い
。

　
　
　ルイ
ス
・
デ
・
ア
ル
メ
イ
ダ
修
道
士
の
書
簡
よ
り

引用：1561年10月1日付、ルイス・デ・アルメイダ修道士が日本（豊後）より、インド管区長アントニオ・デ・クアドゥロス、その他イエズス会の司祭および修道士らにしたためた書簡
松田毅一監訳『十六・七世紀イエズス会日本報告集第Ⅲ期第1巻』（1997）, pp.379-380

　禁教の時代、人々はキリスト教に由来するご神体な
どを神様としてまつり、キリシタン講に寄り合って祈り、
先祖から伝えられてきた信仰を守りました。
お神様
　昔は、神様を納戸の目につかない位置に箱をつくって
まつっていました（納戸神様）。今は、小さな木箱（オ
コクラ）にロザリオ（コンタツ）などを納めて、神棚の
隅などにまつっています。
　開けてはならぬ「開けずの箱」。後年、一つの箱を
開けたところ、分厚く積もったススの下から、金色の小
さなマリヤ像が現れました。オテンペンシャは元来、苦
行の鞭ですが、オラショを唱え、身体の悪いところをな
でて治す、お祓いの道具として使われました。
おフクロ様とキリシタン講
　「おフクロ様」とは、16枚セットの木札を袋に納め
たものです。絵が描かれた札を「おフクロ様」と呼び、
マリア様にあたる最高によい札とされました。
　キリシタン講のときには、床の間におフクロ様を飾っ
てお供えをし、お神酒のお下がりをいただいてから、一
人ひとり袋から札を引きました。おフクロ様を引いた人
が、次の講までオゴク（ご飯）をお供えする役目をつと
めます。奥の方で拝み、その後、会食をしました。

 放牧地
昔はどの家でも農耕用に牛を
飼っていた。春から秋まで、
朝から夕方は放牧地で草をは
み、夕方は牛舎に戻された。
春、集落総出で野焼をした。
現在、近づくのはむずかしい。　
 人形岩（カグメ石）
大きな岩が重なって、人の立
ち姿に似たシルエットをつくっ
ている。江戸時代の「春日牧図」
に、図と「カグメ石」の文字が
みえる。倒れないのが不思議

 轟木の滝
清流にかかる小さな滝
 馬洗川（まーあらいがわ）
水量の少ない小さな川だが、
ちょうど馬1頭入るくらいの
滝壺のような水たまりがある。
江戸時代には、ここで馬を洗っ
ていたという。
当時、この辺り一帯で馬牧（春
日牧）が営まれており、馬垣
の名残りや、牧神（まきがみ）
という地名なども残っている。
馬洗川の地名は、すでに明暦
２年（1656）の「田方帳」に
みえる。　

 たたる石　公民館の下
石に手をついたり、登ったりす
ると、怪我や病気をすると言い
伝えられている。もし触れたら、
たたる石の上に小石を積めば
災いを逃れられる。

 死霊様　
行き倒れの人（無縁仏）やキ
リシタン弾圧で亡くなった人を
葬ったところ（墓）といわれる。
ふつう家の敷地内にまつられ
ているが、墓地に移したとこ
ろもある。周囲はきれいに掃
除し、シバを供え、12 月には
ヤンボシさんに拝んでもらう。

 春日公民館　　
春日集落の拠点。獅子小学校
春日分校があった。春日の自
然･歴史･文化遺産について
の解説パネルが展示されてい
る。駐車場の利用可能
 江川の神様　
小春日の川の下流、ダンチク
の中に石祠がある。嘉永３年
（1850）銘。初漁（その年初め
ての漁）のときなどにオカケメ
（魚）を供える。
 小春日の三人隠れ
信徒３人が隠れていたと伝えら
れる洞窟。煙があがって見つ
かったという。春日の人だった。
近くの「ひやみず」は、ここに
隠れていた信徒が水を汲みに
来たところだといわれる。

 川の神
タブの巨木の下にまつっていた
が、県道整備によって木がな
くなり、現在は少し上の石積
みに移した石祠をまつってい
る。春の彼岸と同様、神主さ
んが川の神、地の神を拝む。
 サバ腐らかし
昔、行商人が、いまにも岩が
落ちてきそうな山道で、落ち
るか、落ちまいか、通るか、
通るまいかと案じて１日中見て
いた。気がつくとカゴに入れて
いた生サバが腐っていたという
言い伝えがある場所
 中江ノ島遥拝
お水かけ（洗礼）やオテンペ
ンシャでお祓いをしていた信
者が、正月に、オラショを唱
えながら、ここから中江ノ島
を拝んでいたという。

春
日
が
伝
え
て
き
た
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り
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形

二
五
〇
年
続
い
た
禁
教
時
代

ロザリオ（左）とオテンペンシャ

11

12

13

14

15

11 16

17

18

19

20

21

22

馬洗川

菜鉢田

驫木

加久免石

井手原

8

9

10

11
12 13

14

2221

19

7

7

とだんこえ

はやんもと
やまかげ

かめいし

廣氏

片平

いでんはる

ひよこば

石辺落

平戸
市街
地→

白石漁港

0 500
(m)

丸尾山
棚田の真ん中に立つ小さな岩山。頂上に
石祠があり、地元の人は「丸尾さま」とよ
ぶ。頂上から一段下がった平場からキリシ
タンの埋葬法にした
がった墓郭が発掘さ
れた。十字架山だっ
たのだろうかという
推測もある。棚田に
囲まれた頂上からの
棚田の風景は圧巻 !

安満岳
標高536ｍ、平戸市の最高峰
古くからの信仰の山。山頂には
718年（養老２）に勧請した白山
比羊権現が鎮座し、その下に西禅
寺跡がある。中世には仏教の拠点
として栄え、禁教時代以降、かく
れキリシタンのオラショで ｢安満
岳の奥の院様｣ と唱えられている。

奥の院様　石祠と薩摩塔
本殿裏にある、かくれキリシタン
の信仰対象。参道の下には経が
埋められているといわれ、裸足で
歩く。安満岳は女人禁制だった。

神社の裏は絶壁になっており、春日、
生月島や西海岸の島 、々晴れた日には
五島列島まで眺望できる。安満岳には
国見岳の名もある。

棚田の夕景
夕日を映して水面が輝く。田
植えの季節の風物詩。
「こんな夕日があるのかと思
うほど、きれか」。

並ぶ牛の道
夕方、牛小屋に戻る頃になると、柵の前まで
戻ってきて、飼い主の迎えを待っていたものだ
という。が、なかには「遠出」をしてしまう
牛もいて、隣の高越のほうまで探しに行くこと
もあったという。近づくと大きな舌で顔をベロ
ンベロンとなめて、「そりゃ、かわいか」。

８月の棚田

　１. あぜ道に入らない

　２. ３月～４月、８月１５日～
　　 ９月１５日は農道に車で入らない

　３. ゴミを捨てない

春日を楽しむための３カ条
棚田ウォ－クのルールを守り、
楽しく過ごしましょう。

←生月大橋

小春日

小不計

水洗
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春日川
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「呼崎」など黄色字　　　　　小字名
「どうのもと」など白小文字　 海岸の呼び名
「なかだ」など緑小文字　　　田んぼの呼び名

 　　　　　　　  

                                       

 「ふれあバス」が運行しています

眺めのよいところと方向

凡例

N

こぶけ

白石

自然石を積んだ高石垣
田を開墾するときに、そこから出てきた
石を積んで築いた石垣。平均２～３mの
高さで、集落の人々の共同作業によって
築かれ、守られてきた。等高線を描き、
海から山に向かって斜面が急になるほど
密度が高く、自然の地形に沿ってつくら
れたことがわかる。貴重な遺産

棚田の夕景
夕日を映して水面が輝く。田
植えの季節の風物詩。
「こんな夕日があるのかと思
うほど、きれか」。

春日集落

棚田ウォーク
マップ

リュウキュウエノキの群落

タブノキの巨樹

田植え（4月）

棚田米のおにぎりつくって、
待っとるよ～

　安満岳を水源とする涸れることのない水と里山の
木 、々魚・貝・海草が豊かな里海。春日集落の暮らし
の形が棚田を守ってきました。
古絵図のなかの春日集落
　明暦２年（1656）の史料（田方帳）に、「春

かすがめん
日免」

の名があり、丸尾
や馬あらひなど、
現在と変わらぬ地
名がみえます。こ
の時代には、すで
に広い範囲で田が
つくられていたこ
とがわかります。
　200年後の「春日牧図」（慶応２年・1866）には、
川沿いに広がる田や住居が描かれ、現在とほとんど変
わらない春日集落の姿が描かれています。
豊かな磯環境
　カジメやアオサを摘み磯を歩くと、小さなミナがコロン
コロンと岩から転げ落ち、アラカブが釣れたら、夕食は
みそ汁に。アワビ、ウニ、ナマコなどをカツギ（潜水
矛突漁）で獲っています。春日辺りで獲れるウニは甘み
が強く、評判がいいそうです。
生月島との循環的な経済関係
　生月島は、江戸時代から日本有数の漁業基地として
栄えてきました。春日集落は生月島に米や野菜、里山
から伐り出した薪などを提供し、生月からは棚田の肥料
をもらう。昭和30年代まで、そのような循環的な経済
関係が形成されていました。

  　  春日神社
集落の氏神様。境内には祇園
様、天神様、牛神様、お稲荷様、
風神様もまつられている。
田植えの前の朔日祝いや、終
わったときのサナボリ、境内
の祇園祭、秋の例祭など、農
作業や暮らしの節目にお参り
する。その後、ご馳走を持ち
寄って公民館で会食する。昔
は、家々でご馳走をし、どこ
の家に入ってご馳走になっても
よかった。
●春日神社例祭　10/10　
集落でいちばんのお祭り。宵
宮には平戸神楽が奉納される。

 ちから石   春日神社境内
３つの丸い石。境内に集落の
人たちが集まる祭りのときな
ど、若者たちは、この石に集
まり、「我こそは一番」と賑や
かに競い合ったものだという。
 三界萬霊塔
銘によれば、宝暦11年（1761）、
「安満岳　法印光隆」の建立
とある。仏教で、生命ある万
物の霊を供養するための碑。
禁教時代、仏教を信仰してい
る証に建てられたといわれる。

●御堂様  御堂様まつり ６月上旬
三界萬霊塔と同じ、仏教信仰
の証として建てられたもの。
昔は墓地の近くにあった。６
畳程の広さがあり、六斎念仏
を行っていた。現在は、三界
万霊塔や地蔵といっしょに、
シバを供え、ヤンボシさんに
まつってもらう。
 春日の大桜
道からみえる。この桜が咲く
と春日は春爛漫

 四角い積石の墓　墓地
地元で産する輝石安山岩を使
い、40cm ほど四角に積み上
げた形の墓

 キリシタン墓　
墓地に行く細道の左手に、「古
いキリシタン墓が発掘されまし
た」との案内板がある。奥に
みえる注連飾りのある石祠は、
お稲荷さんをまつっている。
 辻札　５ヵ所　　
疫病や災いの侵入を防ぐこと
を祈願し、集落の境に立てる
札。毎年１月初め、菩提寺の
住職や、ヤンボシさんが決まっ
た場所に立てて回る。また各
家では門札を門口に立てる。
 丸尾様の言い伝え
昔、中国か朝鮮かの人が、長
崎に行く途中で難破して春日
集落の人に助けられたが、船
の便りを待ちきらずに、「私を
集落の一番高い山にまつって
くれ、そうすれば永久に集落
の安全を守ってやる」と遺言し
て亡くなった。その霊をまつっ
て、いまも尚、祭りを絶やさ
ぬのだという。この人が流れ
着いた日が丸尾様祭の日だと
いわれる。
 川の神
丸尾山下の川のそばにあるカ
タシ（ツバキ）の木にしめ縄を
張り、ツトを供える。
●川の神様　
「カワ」とは、湧水を溜めてい
る２ｍ四方くらいの水汲み場
や井戸をいい、家によってどこ
のカワを使うのか決まってい
る。これらは家々でまつるが、
他に集落でまつる２カ所の川
の神様がある。春と秋の彼岸
に神主さんが祈祷する。農業
に大切な水に対する信仰

 牛小屋
小屋の外で遊ぶ牛の母子の姿
がみられることも。牛飼い名
人に育てられた子牛は、１歳半
くらいから全国に出荷される。
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